
（別紙３）

～ R7年　１１月　３１日

（対象者数） 56 （回答者数） 38

～ R7年　１１月　３１日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・ご家庭、事業所だけでなく、今後もできる範囲で小学校や

習い事、ルーム、等　地域の輪を広げていきたい。

2

・全員参加ではあるが、まだ成長過程の職員も多く、見立て

が甘い職員も多い。今後も発達支援に関する、知識や経験を

深めてもらい、カンファレンス質の向上に努めたい。

・専門職が欠けてしまっているため、補えるように社内の専

門職と連携が取れるような形を取っていきたい。

3

・職員の人数も限られる中、どう工夫して、丁寧に見ていく

か検討していく。

・集団場面で、職員の「ねらい」を考える知恵を広げ、経験

を増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・社内、事業所間における連携の強化

・必要な研修の情報把握、職員・児発菅の受講の機会を設ける

2

・地域の研修・交流の機会の情報把握に努める

・小学校への連携の為、保護者様のご協力を得られるように、引き

続き丁寧な対話を設けていく。

3

お子様の状態や様子を丁寧に観察・把握を行い、

保護者様との共有を行っている点

・課題感・不適応行動に対しては、「一貫した対応」を心掛け、お

子様が安心して過ごせるような関わりに配慮している。

・アプリを使った共有方法で、職員がお子様の様子を写真・動画を

用いて、共有できる形が取れている。

・保護者様から得た情報や、BRIDGE８の訪問支援の情報等も、事業

所内で共有できるよう努めている。結果、各所での様子を把握した

うえでの関りを持つことができている

アセスメントに応じた、個別支援計画の策定

・日々の療育の振り返りで、気になったこと・課題となる事等、職

員間で共有できる時間を設けている。

・お子さんの成長を1年単位で視覚化できるように、成長の様子を写

真等　も交えてアプリで記録している。

・お子様の担当を職員で振り分け、全員で支援計画について意見す

る時間を設けている。また、面談記録等も共有し、支援計画策定の1

連の流れを職員全員で参加できるような運用が作れている。

集団療育としての、療育の多様化

（多種多様な活動・イベントの実施　等）

・5療育の分野を活動内容に取り入れている。

・普段の何気ない日常・生活場面においても、「ねらい・意味」を

持たせて職員が丁寧に関わっている。

・イベントでしかできない「特別な体験・非日常な中で得られる経

験」を大事に、お子様にとって「できたと思える活動」の提供がで

きている。保護者様からも、感謝の声が大きい点ではある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門職（OT/ST）がBRIDGE５個別の教室へ移動したことによ

る

事業所内の専門職員の減少

・今後も職員が「働きやすい職場環境」を整えていく。モチベー

ション高くお子様と関われるように、心身の健康状態も管理者が把

握していく

・会社内の専門職と交流できる機会を設け、アドバイスをもらえる

機会を作る

・必要な研修への参加を職員・児発菅ともに、設ける

地域、学校との連携の不十分さ

・数名のお子様の学校と、「地域連携」を繋げる事ができた。

　今後も必要に応じて連携できるように、機会を作っていきたい。

・療育で行えること、学校での困り感が、支援に繋がれるように療

育内容を検討していく

・花見川区の連携会議には参加できている。今後、お子様が暮ら

す、美浜区・八千代市、習志野市、等、広げて行ければと思う

R7年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 BRIDGE９

○保護者評価実施期間
R7年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


